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☆ 地域づくり協議会 部会の活動 ☆ 

安全安心部会 菱川 宏 部会長 

 安全安心部会では、交通安全、資源回収、防災訓練、防犯活動の 4 事業を部会

員 20 名でもって進めています。 

 主な活動では、発生の確率が高い南海トラフを震源とする巨大地震に備えて日

頃から何をすべきか、発生したらどう対応したらいいのかなどを再認識いただく

ために、防災講座の開催や各種団体、町内会が実施する防災訓練への支援を行っ

ています。 

 また、連区内は侵入盗が多発しています。防犯意識を高めるための啓発活動や

防犯カメラの設置を進め、犯罪が減少するよう取り組んでいます。 

 皆さんには侵入盗防止のため「鍵掛けの徹底」と町内会においても「防犯カメラの設置」をお願いし

たいと思います。安全で安心な街づくりには、連区の皆さんの協力が必要です。今後ともご協力くださ

いますようお願いいたします。 

ふれあい福祉部会 大山 博 部会長 

 今年は新型コロナウイルスの感染防止のため、部会の担当事業である「連区敬老

会」、「高齢者のひとり暮らしのつどい」が中止となりました。 

 部会の新規事業として、連区内にある木曽川堤サクラを軸とした地域起こしを、

地域と行政の協力のもと今後とも進めていきたいと思います。 

 なお、今後の目標として、名勝及び天然記念物に指定されてから 100 周年の

2027 年 8 月 11 日までに木曽川堤サクラの再生を願い、来年の桜開花後に種を

採取し、直系の苗を育成したいと思っています。 

 100 周年以降も継続させるため、保存会を立ち上げたいと思っています。 

 皆さんからのご支援をいただき、部会員及び地域づくり協議会としても保全事業を続けていきたいと

思っております。ご協力をよろしくお願いいたします。 

生涯健康部会 丹羽 悟 部会長 

 今年 5 月 9 日（土）の「健康づくりウォーキング大会」は、新型コロナウイル

スによる「緊急事態宣言」が発出されたことにより、やむなく中止とさせていた

だきました。 

 来年は、まだコロナ禍の中ではありますが、2021 年 5 月 8 日（土）に実施の

方向で検討しています。 

 また、連区の皆さんに健康づくりの観点から一人でも多くウォーキングの習慣

をつけていただきたいと思い、連区内の身近なウォーキングコースの設定とウォ

ーキングマップの作成を進めていきたいと思います。出来上がりましたら配布させていただきますので

よろしくお願いいたします。 

広報部会 鵜飼 正和 部会長 

 「地域づくりだより」は、少しでも多く葉栗連区の事業や現状を伝えていきた

いと思い、今年の 7 月号から毎月発行としました。連区内の名所・旧跡、地名の

いわれ、各町内の行事、学校行事、交通安全、防犯活動、防災活動、趣味クラブ

の活動など幅広くお伝えします。 

 身近な話題がありましたら、ぜひご連絡ください。また、広報部会員を募集し

ております。お手伝いいただける方は、連絡をお待ちしています。 
（連絡先：葉栗出張所☎28-9001、会長鵜飼☎090-1750-5304） 
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還元金額：単位円 

☆ 「回収資源」が少なくなって困っています！！ ☆ 

  地域では毎月 1 回、資源の回収を行っています。 

  その資源回収の還元金は、町内会、老人会、子ども会、中学校 PTA, 小学校 PTA、保育園 PTA

の 6 団体の活動資金に充てられています。近年、一宮市から地域への事業予算配分は年々減額さ

れ、自力活動の資源回収の還元金も減少してきています。 

  資源回収の還元金は、保育園 PTA では、移動動物園の開催など園児の思い出つくりの費用に、小

学校では、コロナ禍対策の消毒液、石鹸などの消耗品購入に充てられています。 

  しかし、頼みの回収資源は年々減少し、過去 5 年間の資源回収量で約 21％、還元金で約 30％の

減少になっています。これでは、地域の活動が先細りになりかねません。 

  地域の皆さんには、「資源回収」の意義を理解していただき、各町内会が担当している資源回収場

所に持ち出していただきますようご協力をお願いいたします。 

今後の町内資源回収日 

※10 月 19 日（月） 町内会・老人会 ※11 月 16 日（月） 保育園 ※12 月 21 日（月） 子ども会 

☆ 「かまどベンチ」で火起こしを体験：138 タワーパーク ☆ 

 8 月 30 日（日）、災害時に炊き出しに使える「かまどベン

チ」を使って、児童らが火起こしの体験研修を行いました。 

 児童や保護者は、「かまどベンチ」の仕組みを知った後、マ

ッチを使って新聞紙に火を付けることから始めたのですが、参

加した児童は初めてマッチを使うため、マッチ棒になかなか火

が付かず苦戦していました。 

講師からマッチの擦り方、マッチ棒の持ち方などの説明を受

け、新聞紙に火が付く

と歓声が上がっていま

した。その後、小枝に

火を付ける作業では、新聞紙の丸め方、小枝の並べ方など、

それぞれ工夫をしながら真剣に体験していました。 

日頃は、マッチを使う機会は少なくなってきていますが、

火の使い方を知ることで火の大切さ、火の危険性などを学ぶ

ことができ大変有意義な体験研修でした。 

今後も 138 タワーパークでは、災害時に備えての体験研

修を開催する予定です。開催日が決まりましたら案内させていただきますので参加をお願いします。 
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☆ 登校見守りボランティアの募集について ☆ 
 葉栗中学校では、中学校東南の横断歩道（菱川歯科医院前の横断歩道）での見守りボランティア

を募集しています。現在は、1 名のボランティアの方が見守りをしています。 

この機会にボランティアの方が増えることにより、交代で見守りすることができ、負担も軽減さ

れます。地域の皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

１ 活動日時  葉栗中学校の生徒が部活動以外で登校する日の朝の時間帯（通年） 

        AM7：30～AM8：00 を予定 

 

２ 活動場所  中学校東南の横断歩道 

 

３ 募集人員  6～8 名（交代で見守りをお願いします） 

 

４ 申込先   葉栗中学校 
 28-8754 教頭 桜井 俊哉 

 

5 その他   （１）ボランティアの方には、横断歩道の両端についていただき、生徒の横断の

補助。 

        （２）帽子、ジャケットを貸与します。 

        （３）謝金はありません。 

 

 

☆ 大毛横断歩道橋の修繕工事 ☆ 

 大毛横断歩道橋（葉栗公民館東側の県道の歩道橋）の修繕工事が始まります。 

 工事期間中は、横断歩道橋が通行止めになります。県道を渡るときは、葉栗中学校東南の横断歩

道（菱川歯科医院前の横断歩道）へ迂回となります。 

 

1 工事場所   大毛横断歩道橋（一宮市大毛地内の県道一宮川島線） 

 

2 通行止期間  令和 2 年 10 月 5 日（月）～令和 3 年 1 月 17 日（日）（終日） 

 

3 車道規制   足場の架設及び撤去時には、県道一宮川島線の車線規制があります。 

予定日：10 月 5 日～10 月 20 日、12 月 14 日～12 月 24 日 

         時間帯：9：00～17：00 

        （天気の状況により、施工期間の変更あり） 

 

 

※工事期間中は、葉栗小学校の児童も葉栗中学校東南の横断歩道を渡ることになります。 

 

 



コロナよりも怖いもの ～今こそ大人が子どもたちの手本となって～ 

新型コロナウイルス感染症に関する

差別・偏見の防止に向けて、令和 2 年

8 月 25 日付で文部科学大臣がメッセ

ージを発表しました。プリントとして、

各小中高校生の全家庭にも配布されて

います。 

誰もが感染する可能性があるのです

から、感染した人やその学校、職場を責

めるのではなく、衛生管理を徹底し、更

なる感染を防ぐことが大切です。 

そして、自分が差別等を行わないことだけでなく、「感染した個人や学校・職場を特定して非難する」

「感染者と同じ学校・職場の人や、医療従事者などの家族が感染しているのではないかと疑い悪口を言

う」など身の周りに差別等につながる発言や行動があったときには、それに同調せずに、「そんなことは

やめよう」と声をあげることが大切です。 

感染を責める雰囲気が広がると、医療機関での受診が遅れたり、感染を隠したりすることにもつなが

りかねず、結局は地域での感染の拡大にもつながり得ます。その点からも差別等を防ぐことは必要なこ

とです。 

学校では、普段からいじめ防止の指導を行っています。心優しい人になってくれることを願って指導

を続けています。しかし、今の社会は、大人が悪い手本になっています。子どもたちのためにも、周り

の大人が、そして地域が、子どもたちの手本となることが一番大切なことではないかと思います。 

人々の優しさは、ウイルスとの闘いの強い武器になるということを子どもたちに示していくことが大

切です。（葉栗中学校寄稿 県立一宮北高校・葉栗小学校・葉栗北小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（参考資料：日本赤十字社ＨＰより参照） 

新型コロナウイルス感染症を理由とした、差別や偏見などでつらい思いをしたら 
□ 24 時間子供 SOS ダイヤル 0120-0-78310  □ 子どもの人権 110 番 0120-007-110 

  

10 月・１1 月のイベント 

１０月：連区大運動会中止。寿大学講座中止。ごみゼロ運動中止。 

葉栗中学校：１５日(木)、１６日(金)スポーツ大会(学年ごと)。２０日(火) 祝い餅の稲刈り 

 １１月：連区文化祭中止。ふれあい事業（独居老人のつどい）中止。 

     木曽川堤（サクラ）保全活動：28 日（土）10：00（光明寺緑地保全会・ふれあい福祉部会） 

 


